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故 

村
本
光
夫
氏
は
大
正
15
年
３
月
に
字
田
代
に
生

ま
れ
、
今
金
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
卒
業
後
、
農
業

に
従
事
し
、
昭
和
31
年
４
月
か
ら
今
金
町
農
業
共
済
組

合
理
事
や
今
金
町
農
業
協
同
組
合
理
事
、
専
務
理
事
、

組
合
長
理
事
を
歴
任
さ
れ
、
昭
和
38
年
４
月
に
今
金
町

議
会
議
員
に
当
選
し
、
６
期
24
年
に
渡
り
在
職
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
昭
和
62
年
４
月
に
は
周
囲
に
推
さ
れ
今

金
町
長
に
当
選
以
来
、
４
期
16
年
の
永
き
の
間
、
健
全

財
政
を
堅
持
し
な
が
ら
諸
施
策
を
着
々
と
進
め
、
高
い

行
政
手
腕
を
発
揮
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
９
年
に
は
自
治

制
施
行
100
年
・
町
制
施
行
50
年
の
各
種
の
記
念
事
業
や

記
念
式
典
を
執
り
行
い
、
今
金
町
の
振
興
発
展
に
貢
献

し
た
功
績
は
極
め
て
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

旭 日 小 綬 章
今金町名誉町民
前 今 金 町 長

故 村 本 光 夫 氏の合同葬儀

　
今
金
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
名
誉

町
民
で
あ
る
村
本
光
夫
氏
が
去
る
７
月
28
日
ご
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
―
満
90
歳
で
し
た
。

　
葬
儀
は
、
今
金
町
・
今
金
町
農
業
協
同
組
合
・
村

本
家（
葬
儀
委
員
長 

外
崎
町
長
）の
合
同
葬
と
し
て
、

７
月
31
日
通
夜
、
８
月
１
日
葬
儀
の
日
程
で
町
民
セ

ン
タ
ー
に
て
し
め
や
か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
檜
山
広
域
行
政
組
合
副
理
事
長
、
檜
山
支
庁

管
内
町
村
会
監
事
、
北
海
道
今
金
保
健
所
運
営
協
議
会

委
員
な
ど
の
公
職
等
を
歴
任
し
地
方
自
治
の
振
興
の
た

め
幅
広
く
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
に
就
任
し
て
か
ら
は
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

に
お
い
て
、
農
家
戸
数
の
減
少
と
と
も
に
農
業
就
業
者

の
減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
生
産
性
の
向
上
を
図
る
た

め
の
基
盤
整
備
や
土
地
改
良
事
業
の
積
極
的
な
導
入
に

よ
り
生
産
性
の
高
い
農
業
経
営
を
育
成
し
、
地
力
維
持

対
策
に
努
め
る
と
と
も
に
、
高
品
質
生
産
体
制
づ
く
り

の
強
化
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

商
工
観
光
面
に
お
い
て
は
、
観
光
拠
点
と
な
る
ク
ア

プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
及
び
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
あ
っ
た
か
ら

ん
ど
を
開
設
し
、
町
内
外
の
交
流
を
促
し
、
商
工
業
に

つ
い
て
も
、中
小
企
業
の
経
営
安
定
を
支
援
す
る
た
め
、

特
別
融
資
制
度
や
空
き
店
舗
対
策
等
に
継
続
的
に
取
り

組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

▲クアプラザピリカ（Ｈ２年完成）

▲あったからんど（Ｈ７年完成）

▲デ・モーレン（Ｈ５年完成）
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INFORMATION

へ
の
援
助
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て

教
育
活
動
を
行
う
体
制
整
備
へ
の
支
援
を
通
し
て
、
地

域
の
方
々
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
山
村
留
学
生
を
受
け

入
れ
る
こ
と
に
よ
る
美
利
河
地
域
の
振
興
に
も
努
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

町
長
を
退
任
後
は
、
ご
家
族
と
と
も
に
農
業
に
勤
し

み
、
永
年
に
わ
た
る
実
績
が
認
め
ら
れ
平
成
15
年
10
月

に
今
金
町
と
し
て
３
人
目
と
な
る
名
誉
町
民
へ
推
挙
さ

れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
17
年
４
月
に
は
、
在
任
中
の
地
方
自

治
に
対
す
る
功
労
に
対
し
、
旭
日
小
綬
章
の
栄
誉
に
も

輝
か
れ
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
持
病
に
よ
り
通
院
さ
れ
て
お
り
、
今
年
の

４
月
に
入
っ
て
今
金
町
国
保
病
院
へ
入
院
し
、
治
療
を

続
け
て
お
り
ま
し
た
が
、
医
師
や
ご
家
族
の
手
厚
い
看

護
の
な
か
、
90
年
の
生
涯
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

合
同
葬
儀
の
会
場
と
な
っ
た
町
民
セ
ン
タ
ー
に
は
、

祭
壇
い
っ
ぱ
い
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た
白
菊
の
花
と
関
係

各
所
か
ら
供
え
ら
れ
た
た
く
さ
ん
の
供
花
に
よ
っ
て
飾

ら
れ
、
ご
家
族
、
関
係
者
、
故
人
と
親
し
か
っ
た
町
民

な
ど
大
勢
の
方
々
が
参
列
し
、
故
人
の
ご
冥
福
を
祈
り

ま
し
た
。

　

社
会
福
祉
の
面
に
お
い
て
は
、
高
齢
社
会
が
進
行
す

る
中
、
総
合
的
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
確
立
を
図
る

た
め
、
７
つ
の
施
設
が
合
築
し
た
今
金
町
総
合
福
祉
施

設
「
と
し
べ
つ
」
の
開
設
に
尽
力
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
ハ

ウ
ジ
ン
グ
構
想
に
基
づ
き
、高
齢
者
共
同
生
活
施
設「
せ

せ
ら
ぎ
」
も
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
は
、
知
的
障
が

い
者
更
生
施
設
「
光
の
里
学
園
」
内
に
通
所
授
産
施
設

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
い
ま
か
ね
」
開
設
を
支
援
す
る
な

ど
保
健
・
福
祉
・
医
療
と
各
関
係
機
関
が
一
体
と
な

り
、
総
合
的
な
福
祉
施
策
の
推
進
に
加
え
て
こ
れ
ら
に

協
働
参
画
す
る
地
域
社
会
の
実
現
に
尽
く
さ
れ
ま
し

た
。

　

教
育
振
興
の
面
に
お
い
て
は
、
生
涯
学
習
の
推
進
で

町
の
将
来
を
担
う
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
供
た
ち
を

育
て
る
た
め
の
教
育
体
制
の
充
実
を
図
り
、幼
児
教
育
、

学
校
教
育
、特
別
支
援
教
育
に
お
い
て
施
策
を
展
開
し
、

中
で
も
今
金
高
等
養
護
学
校
の
誘
致
で
は
、
教
育
活
動

へ
の
援
助
や
生
徒
の
社
会
自
立
を
目
指
し
後
援
会
を
組

織
す
る
な
ど
地
域
住
民
に
理
解
と
協
力
を
求
め
る
こ
と

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、美
利
河
山
村
留
学
で
は
、

保
護
者
と
自
治
会
や
里
親
と
の
交
流
や
教
育
環
境
整
備

故   村 本 光 夫 氏を
　　　　　　　　偲んで

▲当選後初登庁（Ｓ62年５月）

▲名誉町民受章祝賀会（Ｈ15年11月）

▲北海道知事より叙勲の受章（Ｈ17年５月）

▲今金町総合福祉施設「としべつ」
　　　　　　　　　　　（Ｈ９年完成）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　
　

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す


